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南丹市告示第１４３号 

        平成１９年第２回（６月）南丹市議会定例会を次のとおり招集する。 

                平成１９年５月２９日 

                                                                                                                 南丹市長 佐々木稔納 

記 

１．期  日  平成１９年６月５日 

２．場  所  南丹市議会議場 

 

○○○○開会日開会日開会日開会日にににに応応応応招招招招したしたしたした議員議員議員議員    

    

仲   絹 枝     大  一 三     高 野 美 好 

森    次     川 勝 眞 一     末 武   徹 

橋 本 尊 文     中 川 幸 朗     小 中   昭 

川 勝 儀 昭     藤 井 日出夫     矢 野 康 弘 

森   嘉 三     仲 村   学     外 田   誠 

中 井 榮 樹      村 則 夫     井 尻   治 

村 田 憲 一     松 尾 武 治     八 木   眞 

谷   義 治     吉 田 繁 治     村 田 正 夫 

高 橋 芳 治 

 

○○○○応招応招応招応招しなかったしなかったしなかったしなかった議員議員議員議員    

                な  し 
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平成平成平成平成１９１９１９１９年第年第年第年第２２２２回回回回（（（（６６６６月月月月））））南丹市議南丹市議南丹市議南丹市議会会会会定例定例定例定例会会会会会議録会議録会議録会議録（（（（第第第第１１１１日日日日）））） 

                                        平成１９年６月５日（火曜日） 

 

議事日程議事日程議事日程議事日程（（（（第第第第１１１１号号号号））））    

                       平成１９年６月５日 午前１０時開議 

    日程第 1   会議録署名議員の指名 

 日程第 2   会期の決定について 

 日程第 3   報告第 1号から報告第８号まで（提案理由説明） 

 日程第 4   議案第５３号から議案第６３号まで（提案理由説明） 

 日程第 5   京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について（表決） 

 

本日本日本日本日のののの会議会議会議会議にににに付付付付したしたしたした事件事件事件事件    

    日程第 1   会議録署名議員の指名 

 日程第 2   会期の決定について 

 日程第 3   報告第 1 号 専決処分の承認について（南丹市税条例の一部改正につい 

て）                   （市長提出） 

報告第 ２ 号 専決処分の承認について（南丹市都市計画税条例の一部改正 

について）                （市長提出） 

報告第 ３ 号 専決処分の承認について（南丹市国民健康保険税条例の一部 

改正について）              （市長提出） 

報告第 ４ 号 専決処分の承認について（平成１８年度南丹市一般会計補正 

予算(第６号)）              （市長提出） 

報告第 ５ 号 専決処分の承認について（平成１８年度南丹市国民健康保険 

事業特別会計補正予算(第４号)）      （市長提出） 

報告第 ６ 号 専決処分の承認について（平成１８年度南丹市老人保健事業 

特別会計補正予算(第４号)）        （市長提出） 

報告第 ７ 号 専決処分の承認について（平成１８年度南丹市簡易水道事業 

特別会計補正予算(第５号)）        （市長提出） 

報告第 ８ 号 専決処分の承認について（平成１８年度南丹市土地取得事業 

特別会計補正予算(第３号)）        （市長提出） 

    日程第 4  議案第５３号 南丹市総合振興計画基本構想について    （市長提出） 

議案第５４号 南丹市組織条例の全部改正について     （市長提出） 

議案第５５号 南丹市職員定数条例等の一部改正について  （市長提出） 

議案第５６号 南丹市八木防災センター条例の一部改正について 



 - 3 -

（市長提出） 

議案第５７号 南丹市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正 

について                 （市長提出） 

議案第５８号 南丹市乳幼児医療費助成条例の一部改正について 

（市長提出） 

議案第５９号 南丹市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の 

一部改正について             （市長提出） 

議案第６０号 南丹市消防団員等公務災害補償条例の一部改正について 

（市長提出） 

議案第６１号 平成１９年度準用河川板野川総合流域防災事業に伴う山陰本 

線吉富駅構内山田川橋りょう改築その他工事の協定書締結に 

ついて                  （市長提出） 

議案第６２号 平成１９年度南丹市一般会計補正予算（第１号） 

（市長提出） 

議案第６３号 平成１９年度南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算 

（第１号）                （市長提出） 

    日程第 5   京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選挙について 

 

出席議員出席議員出席議員出席議員（（（（２４２４２４２４名名名名））））    

 1番 仲   絹 枝    2番 大  一 三     3番 高 野 美 好 

 4番 森    次    5番 川 勝 眞 一     6番 末 武   徹 

 7番 橋 本 尊 文    8番 中 川 幸 朗     9番 小 中   昭 

 11番 川 勝 儀 昭    12番 藤 井 日出夫    13番 矢 野 康 弘 

 14番 森   嘉 三    15番 仲 村   学    16番 外 田   誠 

 17番 中 井 榮 樹    18番  村 則 夫    19番 井 尻   治 

 20番 村 田 憲 一    21番 松 尾 武 治    22番 八 木   眞 

 23番 谷   義 治    24番 吉 田 繁 治    25番 村 田 正 夫 

 26番 高 橋 芳 治 

 

欠席議員欠席議員欠席議員欠席議員（（（（なしなしなしなし））））    

 

事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名事務局出席職員職氏名    

        事 務 局 長            勝 山 秀 良                    課 長 補 佐   森   雅 克 

  係 長   西 村 和 代     主 事   井 上 美由紀 

 

説明説明説明説明のためのためのためのため出席出席出席出席したしたしたした者者者者のののの職氏名職氏名職氏名職氏名    
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市 長     佐々木 稔 納     副 市 長     仲 村   脩 

副 市 長     岸 上 吉 治     教 育 長     牧 野   修 

参 与     國 府 正 典     参 与     浅 野 敏 昭 

参 与     中 島 三 夫     総 務 部 長     塩 貝   悟 

福 祉 部 長 兼 

福祉事務所長 

    永 塚 則 昭     事 業 部 長     松 田 清 孝 

会 計 管 理 者     永 口 茂 治     水道事業所長     井 上 修 男 

教 育 次 長 兼 

社会教育課長 

    東 野 裕 和     総務財政課長     伊 藤 泰 行 

企画情報課長     小 寺 貞 明     監 理 課 長     井 上 秀 雄 

税 務 課 長     橋 本 早百合     合併調整室長     大 野 光 博 

市 民 課 長     吉 田   進     健 康 課 長     大 内 早 苗 

土木建築課長     川 勝 芳 憲     都市計画課長     西 岡 克 己 

農林商工課長     神 田   衛     上 水 道 課 長     寺 尾 吾 朗 

下 水 道 課 長     栃 下 孝 夫     教育総務課長     榎 本 泰 文 

学校教育課長     勝 山 美恵子     出 納 課 長     寺 尾 眞知子 

農業委員会事務局長     川 辺 清 史     

園部支所長職務代理者

園部支所地域総務課長 

    山 内   明 

 

午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時００００００００分開分開分開分開会会会会    

 

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君））））    皆さん、おはようございます。 

  ご参集、ご苦労に存じます。 

  ただいまの出席議員は２５名であります。 

  これより、平成１９年第２回南丹市議会６月定例会を開会いたします。 

  定足数に達しておりますので、これよりただちに本日の会議を開きます。 

  日程に入るに先立って、ご報告いたします。 

  市長より、地方自治法施行令並びに公営企業法の規定に基づく予算執行についての計

算書８件が提出されております。 

  さらに、監査委員から地方自治法第２３５条の２第３項の規定に基づく、例月出納検

査結果報告並びに同法第１９９条第９項の規定に基づく、行政監査結果報告がまいって

おり、写しを手元に配布しておきましたので、お調べおき願います。 

  次に、本定例会における理事者出席要求につきましては、お手元配布の文書のとおり

要求しておきましたので、ご覧おき願います。 

  続いて３月定例会以降、新たな職名を持って議会に出席することになった理事者並び
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に職員の紹介を受けることにします。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） おはようございます。 

  それでは、ただいま議長よりお話がございました報告と紹介をさせていただきます。 

  まず地方自治法の改正によりまして、本年４月より助役の名称が変更となりました。

総務部門担当の仲村脩副市長、そして福祉・事業部門担当の岸上吉治副市長であります。 

また、本年４月１日付けで人事異動を行いました。永塚則昭福祉部長は福祉事務所長

兼務といたしました。 

福祉事務所長でありました永口茂治は新設の会計管理者に配置替えいたしました。 

なお、東野裕和教育次長は社会教育課長兼務といたしました。 

  以上でございます。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 以上で、報告を終わります。 

  これより日程に入ります。 

 

日程第日程第日程第日程第１１１１    会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員会議録署名議員のののの指名指名指名指名    

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 日程第１「会議録署名議員の指名」を行います。 

        会議録署名議員は、８番、中川幸朗議員、２０番、村田憲一議員を指名いたします。 

 

日程第日程第日程第日程第２２２２    会期会期会期会期のののの決定決定決定決定についてについてについてについて    

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 日程第２「会期の決定について」を議題といたします。 

  お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、本日より６月２６日までの２２日間としたいと思いますが、ご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） ご異議なしと認めて、さよう決します。 

 

日程第日程第日程第日程第３３３３    報告報告報告報告第第第第１１１１号号号号からからからから報告報告報告報告第第第第８８８８号号号号までまでまでまで    

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 次に、日程第３「報告第１号から報告第８号まで」を一括して

議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） 本日ここに、平成１９年６月南丹市議会定例会を招集させて

いただきましたところ、議員の皆様方にはご出席を賜りましたことを、心から厚く御礼

申し上げます。また、平素より市政運営につきまして格別のご尽力、ご理解を賜ってお

りますこと、改めて厚く御礼申し上げます。 
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それでは、ただいま上程いただきました専決処分の承認を求める件の報告について、

ご説明申し上げます。 

まず、報告第１号、南丹市税条例の一部改正につきましては、最近の社会・経済情勢

を踏まえ、持続的な経済社会の活性化を実現するため、法人所得課税における減価償却

制度を見直すとともに、上場株式等の配当・譲渡益にかかる軽減税率の適用期限の１年

延長、鉄軌道事業者が利用者利便の向上のため、相互乗り入れや直線化等大規模改良工

事により取得する固定資産にかかる固定資産税及び都市計画税課税標準の特例措置の適

用期限延長など、非課税等特別措置の整理合理化等を内容とする、地方税法の一部を改

正する法律が平成１９年４月１日に施行されることに伴い、関係する市民税等の規定に

ついて改正する必要が生じましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、

平成１９年３月３０日付けで専決処分を行い、同条第３項の規定に基づき報告し、承認

を求めるものであります。 

報告第２号、南丹市都市計画税条例の一部改正につきましても、最近の社会・経済情

勢を踏まえ、持続的な経済社会の活性化を実現するため、法人所得課税における減価償

却制度を見直すとともに、上場株式等の配当・譲渡益にかかる軽減税率の適用期限の１

年延長、鉄軌道事業者が利用者利便の向上のため、相互乗り入れや直線化等大規模改良

工事により取得する固定資産にかかる固定資産税及び都市計画税課税標準の特例措置の

適用期限延長など、非課税等特別措置の整理合理化等を内容とする地方税法の一部を改

正する法律が平成１９年４月１日に施行されることに伴い、関係する都市計画税の規定

について改正する必要が生じましたので、地方自治法第１７９条第１項の規定に基づき、

平成１９年３月３０日付けで専決処分を行い、同条第３項の規定に基づき報告をし、承

認を求めるものであります。 

次に、報告第３号、南丹市国民健康保険税条例の一部改正につきましては、国民健康

保険税の賦課限度額を超える割合が大きくなっていることに対応するため、賦課限度額

を５３万円から５６万円に引き上げ、中間所得層への過度な負担とならないよう改正す

るものであります。 

続いて、報告第４号から報告第８号、平成１８年度南丹市一般会計及び特別会計補正

予算につきまして、ご説明申し上げます。 

今回の補正予算につきましては、行政運営上予算措置が必要なものに限り補正予算計

上とし、３月３０日専決処分としたものであります。 

まず、一般会計におきましては歳入歳出総額に２億５，２２５万８，０００円を追加

し、歳入歳出予算を２４９億４，２１３万９，０００円に補正いたしたところであり、

その内容について、予算に関する説明書に沿って歳出よりご説明申し上げます。 

最初に総務費では、地域情報基盤整備事業３，０１６万４，０００円の減額、並びに

基金運用益確定による基金積立金等であります。民生費では二つの特別会計にかかりま

す繰出金７，４７８万５，０００円の減額であります。農林水産業費では、林業費で森



 - 7 -

林整備事業にかかります不用額８０７万２，０００円の減額であります。土木費では、

特別交付税に措置された合併に伴う土地開発公社の経営健全化等にかかる３億６，２５

２万３，０００円を土地開発基金に積み立てるため、土地取得特別会計に繰り出すもの

であります。教育費では、基金運用益確定による積立金３万円の計上であります。 

次に、これら歳出をまかないます歳入につきまして、主な財源の説明を申し上げます。 

地方譲与税から交通安全対策特別交付税までの一般財源につきましては、交付税の確

定により２億６，５０８万９，０００円の増額予算といたしております。財産収入では、

基金運用益確定による３６万６，０００円及び土地売払収入２３８万３，０００円の計

上であります。繰入金では、財政調整基金からの繰入金を４，２８２万円追加するもの

であります。市債におきましては、事業費の確定による５，８４０万円の減額予算計上

であります。 

なお、第２表地方債補正につきましては、市債でご説明いたしました起債の目的によ

るものであり、以上が、一般会計補正予算第６号の主な内容であります。 

次に、国民健康保険事業特別会計ほか３特別会計について、ご説明を申し上げます。 

国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）につきましては、歳入歳出それぞれ４，

４００万円を減額し、３４億２，６５１万７，０００円とし、主な内容といたしまして

は歳出で保険給付費、療養諸費で各保険者療養給付費２，３００万円の減額、高額療養

費につきましては１，８００万円の減額、出産育児諸費で出産育児一時金３００万円の

減額計上をいたしております。歳入につきましては、国民健康保険税で７２０万円を計

上いたしております。国庫支出金につきましては、療養給付費等負担金につきまして１，

１３７万４，０００円を計上し、財政調整交付金は６，４５２万８，０００円を計上い

たしております。府支出金では、府財政調整交付金で５，１７１万４，０００円を計上

し、繰入金においては一般会計及び基金繰入金で１億７，７６０万３，０００円の減額

計上であります。 

以上が国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号）の主な内容であります。 

次に、老人保健事業特別会計補正予算（第４号）について、説明申し上げます。 

老人保健事業特別会計予算につきましては、歳入歳出それぞれ９６０万円を減額し、

４１億２，０００万３，０００円とし、内容といたしましては歳出、医療諸費で９６０

万円の減額計上をいたしております。歳入につきましては、支払基金交付金で６，０８

４万８，０００円を計上いたしており、繰入金については一般会計繰入金で７，２１８

万５，０００円を減額計上いたしております。諸収入につきましては、雑入で１７３万

７，０００円の計上であります。 

以上が老人保健事業特別会計補正予算（第４号）の主な内容であります。 

次に、簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）につきまして、ご説明申し上げます。 

簡易水道事業特別会計予算につきましては、歳入歳出それぞれ１，６００万円を減額

し、１３億３，７４２万円とし、内容といたしましては歳出、事業推進費で１，６００
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万円の減額計上をいたしております。歳入につきましては、基金繰入金で１，６００万

円の減額計上をいたしております。 

以上が簡易水道事業特別会計補正予算（第５号）の主な内容であります。 

次に、土地取得事業特別会計補正予算（第３号）について、ご説明申し上げます。 

土地取得事業特別会計予算につきましては、歳入歳出それぞれ３億６，２５２万９，

０００円を追加し、３億９，５９６万８，０００円とし、内容といたしましては歳出、

総務管理費で３億６，２５２万９，０００円の土地開発基金積立金を計上いたしており

ます。歳入につきましては、財産収入で基金運用益６，０００円及び繰入金で一般会計

より３億６，２５２万３，０００円を計上いたしております。 

以上が土地取得事業特別会計補正予算（第３号）の主な内容であります。 

以上をもちまして、一般会計をはじめ４特別会計の主な内容とさせていただきます。 

何とぞご審議を賜り、ご承認いただきますようよろしくお願いいたします。 

 

日程第日程第日程第日程第４４４４    議案議案議案議案第第第第５３５３５３５３号号号号からからからから議案議案議案議案第第第第６３６３６３６３号号号号までまでまでまで    

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 次に、日程第４「議案第５３号から議案第６３号まで」を一括

して議題といたします。 

  提案者から提案理由の説明を求めます。 

  佐々木市長。 

○○○○市長市長市長市長（（（（佐佐佐佐々々々々木木木木    稔納君稔納君稔納君稔納君）））） それでは、ただいま上程いただきました議案第５３号から議

案第６３号の議決を求める件につきまして、ご説明を申し上げます。 

まず、議案第５３号、南丹市総合振興計画基本構想につきましては、地方自治法第２条

第４項において、「市町村はその事務を処理するにあたっては議会の議決を経て、その地

域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに則して行

うようにしなければならない」と定められております。昨年１１月２９日に南丹市総合振

興計画審議会に諮問を行い、５回の審議を経て、去る５月２１日に答申をいただきました

ので、今回提案するものでございます。 

南丹市総合振興計画基本構想は、４町合併時に策定されました新市建設計画を踏まえな

がら、１０年後の南丹市を展望し、まちの将来像とこれを達成するための基本方針を示す

まちづくりの指針となるものであります。まちづくりのテーマを『みんなの笑顔 元気を

合わせ誇りときずなで未来を創る』とし、将来のイメージを『森・里・街がきらめく ふ

るさと南丹市』としております。そして、そのまちづくりの基本目標として「生きがい定

住都市構想」「やすらぎの郷構想」「きずなと交流のネットワーク構想」「きらめきパー

トナーシップ構想」という四つの構想を掲げております。また、わが国が人口減少社会を

迎えている現状の中で、３万４，０００人の目標人口と２５０万人の交流人口を掲げてお

ります。また、将来のまちの姿として、土地利用の誘導を図る「ゾーン」、地域活動の基

盤となる拠点、まちの骨格となる「交流軸」を位置づけております。 
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次に、議案第５４号、南丹市組織条例の全部改正につきましては、地方自治法第１５

８条第１項において「当該普通地方公共団体の長の直近下位の内部組織の設置及びその

分掌する事務については、条例で定めるものとする」と規定されており、今回、部組織

の改編について提案するものであります。 

南丹市では、昨年１２月に南丹市行政改革推進委員会の答申に基づき、「南丹市行政

改革大綱」を定めたところでありますが、その実現については将来の財政見通しなどの

長期的な展望に立ち、見直すべきときは見直し、改めるべきは改め、伸ばすべきは伸ば

す、抜本的な行財政運営の改革に不退転の決意をもって取り組む所存であります。南丹

市発足後１年半近くが経過いたしましたが、合併の実現を優先するために新市に先送り

された課題も多く残っており、新たなまちづくりを進めていくには市民のニーズを的確

に把握し、厳しい財政状況の中で有効な施策を企画立案できる柔軟かつ弾力的な組織体

制が必要であり、南丹市行政組織の再編強化を行うものであります。 

次に、議案第５５号、南丹市職員定数条例等の一部改正につきましては、組織条例の

改正に伴い、関連条例の改正を行うものであります。 

第１条、南丹市職員定数条例につきましては、行政改革大綱に基づき、合併により肥

大化した組織のスリム化を図るため、本年４月に「南丹市職員定数適正化計画」を定め、

具体的な職員数の削減、適正化を示したところであり、本計画及び組織改編に基づき、

定数を改正するものであります。第２条、南丹市支所設置条例及び第３条、南丹市参与

設置条例につきましては、園部支所を廃止し、本庁に統合することに伴い改正するもの

であります。以下、第４条から第８条につきましては、付属機関等の事務を所掌する部

署を組織改編に伴い、改正するものであります。 

次に、議案第５６号、南丹市八木防災センター条例の一部改正につきましては、市民

の防災に対する知識及び意識の高揚を図り、市民一人ひとりが日ごろから防災の重要性

を自覚し、自主的な防災活動を積極的に推進するため設置した当該施設の範囲に、利用

希望の多い１階旧事務室を第３研修室とし、防災センターの施設として追加し、住民の

利用を可能とするため改正を行うものであります。 

次に、議案第５７号、南丹市選挙長等の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正に

つきましては、「国会議員の選挙等の執行経費の基準に関する法律」が改正されたこと

に伴い、本法律を準用している当条例についても同様の改正をするものであります。 

次に、議案第５８号、南丹市乳幼児医療費助成条例の一部改正につきましては、子育

て期間中の若年世帯に対する経済的負担の軽減のため、京都府乳幼児医療助成事業補助

基準の対象年齢が６歳から１２歳に引き上げられたことに伴い、本条例の一部を改正す

るものであります。 

次に、議案第５９号、南丹市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の一

部改正につきましては、現在、園部町本町地区土地区画整理事業として、国道９号と都

市計画街路上本町佛大線及び都市計画街路内環状線に囲まれた区域を、平成１１年７月
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に策定した園部町中心市街地活性化基本計画において、中心市街地の整備改善と商業等

の活性化を一体的に推進する重点整備地区に位置づけ、平成１４年度から進めていると

ころであり、平成１７年１２月に仮換地の指定が完了し、中心市街地として密度の高い

土地利用の実現を図り、建築物等の規制・誘導を積極的に推進し、個性豊かな商業業務

系空間の形成を図るとともに、利便性の高い立地特性を生かした生活空間としての土地

利用を増進し、商業・住居の環境が調和したまちづくりを促進するため、新たに本町地

区計画を都市計画決定したところであります。今回、園部町本町地区計画で定めており

ます地区整備計画区域につきまして、良好な環境で秩序あるまちづくりが確実に実現す

るよう、本条例第２条による別表第１及び第３条、第４条、第５条、第６条による別表

第２を改正しようとするものであります。 

  次に、議案第６０号、南丹市消防団員等公務災害補償条例の一部改正につきましては、

国全体として少子化対策が推進されていることを考慮し、平成１８年１１月１７日に公

布された一般職の職員の給与に関する法律の一部を改正する法律により、平成１９年４

月１日から配偶者以外の扶養親族のうち、３人目以降の扶養親族にかかる扶養手当の月

額が２人目までの扶養親族にかかる扶養手当の月額と同様に引き上げられたことに対応

して、非常勤消防団員等に対する損害補償にかかる補償基礎額の加算額についても、配

偶者以外の３人目以降の扶養親族にかかる加算額を、２人目までの扶養親族にかかる加

算額と同額に引き上げられたことに伴い、改正するものであります。 

  次に、議案第６１号、平成１９年度準用河川板野川総合流域防災事業に伴う山陰本線

吉富駅構内山田川橋りょう改築その他工事の協定書締結につきましては、八木町内の準

用河川板野川の河川改修に伴いまして、平成１８年度に引き続き、ＪＲ西日本に施工委

託をするための協定を締結しようとするものであります。 

  続きまして、議案第６２号、南丹市一般会計補正予算（第１号）、並びに議案第６３

号、南丹市国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の２議案について、提案説明

をさせていただきます。 

  平成１９年度の当初予算におきましては、「合併効果を市民の満足に高める予算」と

位置づけ、南丹市全体の一体感の熟成と全体の均衡を図るための予算として、編成いた

しました。４月より２ヶ月の行政運営を行うなかで補正予算計上が必要なもの、すなわ

ち行財政改革、地域交流を加速させる交通基盤整備、緊急な安全性の確保、制度改正、

補助金内示のあった事業に限定して、本定例会に提案をお願いするものであります。 

  まず、一般会計におきましては９，７９９万５，０００円を追加し、補正後の予算額

を２３４億７，９９９万５，０００円にしようとするものであります。その内訳といた

しましては歳出、総務費において、八木地域内のバス運行にかかります委託料としての

６９７万５，０００円のほか、組織機構再編関連経費等で４，２３０万８，０００円の

計上であります。民生費におきましては、国の制度改正にかかります児童手当支給事業

等２，６６３万４，０００円の追加であります。農林水産業費では農業振興事業、土地
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改良事業など５６２万９，０００円の計上であります。商工費では、商工会合併にかか

ります経営改善普及事業５０万円の予算計上であります。消防費では団員退職報償金掛

金、消防資機材整備事業等に８２５万８，０００円の予算計上であります。教育費では、

小・中学校等改修事業調査委託料など１，３５６万３，０００円の補正計上であります。 

  次に、これら歳出をまかないます歳入について、主な財源の説明を申し上げます。 

  国庫支出金につきましては、児童手当制度改正に伴う１，５７６万６，０００円ほか

で、合計２，００１万３，０００円の増額予算といたしております。府支出金につきま

しては、児童手当支給事業、元気な地域づくり整備事業補助金などで８０８万９，００

０円の増額予算といたしております。財産収入につきましては、土地建物売払収入及び

貸付収入で２，６６５万５，０００円の追加であります。繰入金では財政調整基金等か

ら４，８１８万３，０００円の繰入をしようとするものであります。 

  以上が一般会計補正予算（第１号）の主な内容であります。 

  次に、国民健康保険事業特別会計について、ご説明申し上げます。 

  国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）につきましては、歳入歳出それぞれ２

０１万１，０００円を追加し、歳入歳出予算総額を３６億５，４１１万１，０００円と

し、内容といたしましては歳出、保健事業費で国保健康支援事業２０１万１，０００円

の追加であります。歳入につきましては、国庫支出金で２０１万１，０００円を計上い

たしております。 

  以上が国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号）の内容であります。 

  何とぞご審議をいただき、可決決定をいただきますよう、よろしくお願いを申し上げ

ます。 

 

日程第日程第日程第日程第５５５５    京都府後期高齢者医療京都府後期高齢者医療京都府後期高齢者医療京都府後期高齢者医療広域連合議会議員広域連合議会議員広域連合議会議員広域連合議会議員のののの選挙選挙選挙選挙についてについてについてについて    

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 次に、日程第５「京都府後期高齢者医療広域連合議会議員の選

挙」を行います。 

  本件については、同広域連合規約第８条第１項の規定に基づき、選挙により選出をい

たします。 

  お諮りいたします。 

  選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定により、指名推薦に

したいと思いますが、これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 異議なしと認めます。 

  したがって、選挙の方法は指名推薦で行うことに決定いたしました。 

  次に、指名推薦は議長において指名することにしたいと思いますが、異議ございませ

んか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 異議なしと認めます。 

  したがって、議長が指名することに決定いたしました。 

  それでは、京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に私、高橋芳治を指名いたします。 

  お諮りします。 

  ただいま議長において指名いたしました私、高橋芳治を京都府後期高齢者医療広域連

合議会議員の当選人と定めることに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君）））） 異議なしと認めます。 

  したがって、私、高橋芳治が京都府後期高齢者医療広域連合議会議員に当選しました。 

    

○○○○議長議長議長議長（（（（高橋高橋高橋高橋    芳治君芳治君芳治君芳治君））））    以上をもちまして、本日の議事日程はすべて終了いたしました。 

次の本会議は、６月１２日午前１０時より再開して、一般質問を行います。 

  本日は、これにて散会いたします。 

  ご苦労でした。 

 

午前午前午前午前１０１０１０１０時時時時３２３２３２３２分散会分散会分散会分散会    

 

 

 


